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建物等調査（事後）業務委託　特記仕様書 

 

 

１　委託名称　市立秋田総合病院改築に伴う建物等調査（事後）業務委託 

 

 ２　履行場所　秋田市川元松丘町、川元山下町、川元開和町、川尻総社町地内

 　　　　　　　

 ３　共通仕様書の適用

　この特記仕様書は、市立秋田総合病院改築に伴う建物等調査（事後）業務委

託に適用し、特記無き事項については秋田県用地調査等業務共通仕様書(令和

５年１０月１日以降適用)（以下、「共通仕様書」という。）を準用する。 

 

 ４　業務目的

　本業務は、市立秋田総合病院改築事業の施工に起因する周辺建物の損害の有

無を把握するため、周辺建物の事後調査を行うものである。また、調査の結果、

建物の損害が改築事業の施工に起因するものと認められる建物については、補

 償費用の算定を行う。

 

 ５　業務内容

 (1) 打合せ等

 　・打合せ、協議（着手前・調査段階随時・調査完了時）

 　・現地踏査

 　・作業計画の策定

 (2) 事後調査および算定業務（対象建物は、調査対象建物位置図による）

　・木造建物Ａ　　　事後調査　　　　　　　　　　　　　 １１　棟　 

　・非木造建物イ　　事後調査　　　　　　　　　　　　　 　３　棟　 

　・区分所有建物等　事後調査　　　　　　　　　　　　　 　４　戸　 

　・木造建物Ａ　　　算定　　　　　　　　　　　　　　　 　３　棟　 

　・非木造建物イ　　算定　　　　　　　　　　　　　　　 　３　棟　 

 (3) 報告書作成

 

 ６　成果品

　(1) 業務成果の報告書を作成の上、提出書類として報告書２部、電子媒体（Ｃ

Ｄ－Ｒ）１部を提出する。ただし、調査職員から提出部数変更の指示があ

 った場合には、これに応じるものとする。
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(2) 提出する写真の撮影はデジタルカメラで行うものとし、既存の損傷がある

部分について、引き延ばしを行っても鮮明さを確保できる画素数（８００

万画素以上が望ましい。）とすること。 

 　

 ７　個人情報の取り扱い

 別に定める「個人情報取扱特記事項」による。

 

８　その他 

　(1) 本業務における「算定」および「費用負担の説明」の数量は、建物等の損

 害の申し出があった件数を見込んでいる。

　(2) 本業務を履行するにあたり、本特記仕様書および共通仕様書に定めのない

事項、または疑義が生じた場合は、速やかに調査職員と協議し業務を進め

るものとする。 


